
1年次(半期)

　博士後期課程においては、従来の学術水準に新しい知見を加え、文化の進展に寄与するとともに、自立した研究活 動を行うことのできる創造性豊かな優れた研究開発能力を備え、国
内外の研究・教育機関の中核を担うことのでき る人材の養成を目的とし、所定の期間在学し、以下の知識・能力等を身に付け、生命科学専攻で定める所定の単位 を修得し、かつ、博士
の学位論文の審査、試験、学力確認のための試問に合格した学生に対して修了を認定し、博士（理学）の学位を授与する。
（1）生命科学及び他分野における最先端の知識を包括的に理解し、それに基づいて生命科学諸分野の課題を自立的に 解決できる極めて高度な専門知識。
（2）生命科学における極めて高度な専門技術を有し、自立した研究者として、専門領域のみならず他分野の研究者や 技術者とも連携し、生命科学関連諸分野の課題の解決に貢献でき
る研究能力。
（3）生命科学及び他分野における最先端の知識、並びに生命科学における極めて高度な専門技術等により、柔軟な思考と深い洞察に基づいて、独創的に生命科学関連諸分野の課題
に対する解決法を自ら立案できる能力。
（4）国際的な視野を持って科学文化及び科学技術の新たな発展に貢献するように、英語により研究成果を海外に広く発信できる高度なプレゼンテーション能力及びコミュニケーション能
力。
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【履修モデルについて】

博士後期課程においては、カリキュラムポリシーに基づき専門科目をすべて必修としているため、履修モデルの策
定は行っていない。

博士特別研究２A 博士特別研究２B 博士特別研究３A 博士特別研究３B博士特別研究１A 博士特別研究１B

独創的研究によって、従来の学術水準に新しい知見を加え、文化の進展に寄与するとともに、専攻分野に関し自立した研
究活動を行うことが出来る高度の能力を有する人材を育成する。

　博士後期課程においては、修士課程で養った高度な専門的知識や研究開発能力を基礎として、さらに、「研究指導」 「一般教養科目」により、従来
の学術水準に新しい知見を加え、文化の進展に寄与するとともに、自立した研究活動を行うことのできる創造性豊かな優れた研究開発能力を備え、
国内外の研究・教育機関の中核を担うことのできる人材を育成するための教育課程を編成する。
（1）研究指導の過程では、指導教員等研究者との議論を深め、極めて高度な専門技術により、自立した研究者として、専門分野に加え他分野の研究
者や技術者と連携し、研究開発能力を高めるとともに、他分野の先端知識も取り込み、柔軟な思考と深い洞察に基づいて、独創的に課題に対する解
決法を立案できる能力を養う。また、演習における英語での高度な研究発表・討議及び学会等での発表を通して、自身の研究成果を国内外で正確
かつ効果的に表現する能力、国際的コミュニケーション能力を養い、国際的な視野を持って科学文化及び科学技術の新たな発展に貢献できる教育
を行う。
（2）「一般教養科目」では、自立した研究者又は高度職業人として社会に役立つ研究開発を遂行していくために必要な深い学識と汎用的能力を涵養
する授業科目を配置する。

カリキュラム・ポリシー（抜粋）
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専門
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専門分野の枠を超えて広い視野で多元的・複眼的に自然・人間・
社会を俯瞰できる能力、多様な文化・言語を理解し協働するため
の国際性を身に付けるとともに、グローバル化した社会の中で、
多様な価値観を持つ人材とコミュニケーションを取れる能力、課
題を自ら発見し、主体的に考え、解決に取り組むための論理的・
批判的思考力、正解のない課題に対しても積極的に挑むための
判断力・行動力、社会の激しい変化の中でも自らを律し、自らの
位置付けやキャリア形成を確立するとともに、心身ともに自己を
管理する能力を身に付ける。

一般教養科目
（知財、英語、研究者・技術者倫理、リーダーシップ、その他）
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生命科学研究科 生命科学専攻
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分
野

科目群で身に付ける能力

専門知識を活用して各分野における課題を論理的・批判的に思
考する能力、専門知識を活用して新たな課題を自ら発見し、他者
と協働して主体的にその解決に取り組む能力、専門分野におい
て倫理観を持って研究を遂行する能力、専門分野に応じたキャリ
アを形成し、専門性を活かして社会に貢献する能力、専門分野の
さらなる発展に向け国際的な視野を持ち、多角的にものごとを見
る能力を身に付ける。
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